様式１
次世代運行記録計に係る実証事業への参加申請書

令和　　年　　月　　日

国土交通省　物流・自動車局　安全政策課長 殿

[bookmark: _Hlk216992674]			次世代運行記録計の製作者（主たる申請者：　　）
　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
			氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
		　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（連絡先）    担当者　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　

実証の環境を提供する旅客自動車運送事業者（主たる申請者：　　）
　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
			氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
		　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（連絡先）    担当者　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　
※主たる申請者に「○」を記載してください。

旅客自動車運送事業における次世代運行記録計に係る実証事業への参加を希望するため、以下について記載し、関係書類を添えて申請します。

記
 １．本事業に使用する次世代運行記録計
	機器の名称
	型式
	機能

	
	
	

	
	
	

	
	
	



２．次世代運行記録計を使用した運行を行う運送事業者の営業所・車庫の名称、所在地（住所）（複数の営業所で実施する場合は、営業所ごとにご記載ください。）
	営業所・車庫の名称
	所在地(住所)

	
	

	
	

	
	



３．次世代運行記録計を使用した運行を行う車両（車台番号）、車両の名称・型式、運行記録に用いる次世代運行記録計と現行の道路運送車両の保安基準（昭和26年運輸省令第67号）第48条の２第２項の規定を満たした運行記録計（以下「現行の運行記録計」とする。）について記載してください。また、次世代運行記録計を使用して運行する車両別に、実証期間中に想定する運行距離、運行回数をご記載ください。
	実証で運行する
車両
（車台番号）
	車両の名称・
型式
	次世代運行
記録計
	現行の
運行記録計
	運行距離
（想定）
	運行回数
（想定）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



４．運行経路
　（３）２項に従い選定した、実証期間中に運行を想定する経路（エリアでも可）についてご記載ください。複数ある場合は、全ての運行経路（エリア）を記載してください。




















５．実施期間
　　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日
　　※開始希望日は申請日の14日以上先の日付をご記載ください。
期間は最大で令和８年３月31日までとなります。

６．次世代運行記録計に係る実証事業への参加の取組意義（運行記録計の搭載に係るコストの削減や、労働時間の削減等、本事業により期待されることをご記載ください。）
	




７．次世代運行記録計を使用した運行の実施が困難な状態となった場合（機器・システムの不具合等）における安全確保体制（役職、氏名、連絡先などを含めた安全確保体制を記載してください。）
	




８．宣誓事項（次の項目に該当する場合は、□にチェック（✓）を記入）
□　実施要領の記載事項を遵守します。
[bookmark: _Hlk200704445]□　実証事業において機器の故障、事故、またはその他の運用上の支障が発生した場合には、これを隠すことなく誠実に対応し、速やかに国土交通省及び事務局へ報告します。また、これらの状況について虚偽の報告を行わないことを誓約します。
□　提出するすべてのデータについて、改ざん・捏造・隠蔽など不正な行為を一切行わないことを誓約します。万が一、誤りや不備が判明した場合には、速やかに国土交通省及び国土交通省委託事業事務局へ報告し、誠実に対応します。



様式２
次世代運行記録計の要件に係る適合確認・宣誓書（開始前）

令和　　年　　月　　日

国土交通省　物流・自動車局　安全政策課長 殿

[bookmark: _Hlk216992688]次世代運行記録計の製作者
　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
			氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
		　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（連絡先）    担当者　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　

１．次世代運行記録計に係る実証事業への参加にあたり、下表のとおり、（２）次世代運行記録計の取扱要領の要件の各項目に適合することを確認しました。
	
	要件
	要件の適合チェック
□にチェック(✔)を入れてください
＊はエビデンス資料を添付

	１．
	各項目に適合することを確認した。確認結果は（様式2別添）に示す通り。
	□*



２．宣誓事項（次の項目に該当する場合は、□にチェック（✓）を記入）
　□　実施要領（２）次世代運行記録計の取扱要領の要件を満たす記録計において実証を行います。
□　国土交通省又は国土交通省委託事業事務局等による本申請に係る現地調査等に誠実に対応します。



（様式２　別添）

（２）次世代運行記録計の取扱要領の要件確認結果
【次世代運行記録計の要件確認結果概要】　　※写真、試験記録表の添付等
























様式３
[bookmark: _Hlk200660957]次世代運行記録計の実証参加事業者における体制に関する要件に係る適合確認・宣誓書
（開始前）

令和　　年　　月　　日

国土交通省　物流・自動車局　安全政策課長 殿

[bookmark: _Hlk216992839]			次世代運行記録計の製作者
　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
			氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
		　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（連絡先）    担当者　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　

１．次世代運行記録計に係る実証事業への参加にあたり、下表のとおり（２）次世代運行記録計の取扱要領の実証参加事業者における体制に関する要件の各項目に適合することを確認しました。
	
	要件
	要件の適合チェック
□にチェック(✔)を入れてください
＊はエビデンス資料を添付

	１．
	当該次世代運行記録計を正しく使用するために必要な機能、使用方法、使用条件、注意事項等を明示した取扱説明書を提供し、説明すること。
	□

	２．
	運行記録計機能の不具合等に対する修理体制を整えていること。
	□

	３．
	運行記録計機能の不具合に関する情報を運送事業者から収集し、必要な改善を行う体制を整えていること。
	□

	４．
	次世代運行記録計（搭載される特定運賃収受ソフトウェアを含む）が均一性を有して製作、提供されるよう適切な品質管理が行われていること。
	□



２．宣誓事項（次の項目に該当する場合は、□にチェック（✓）を記入）
□　実施要領（２）次世代運行記録計の取扱要領の体制の要件を満たす環境において実証を行います。
□　実施要領（２）次世代運行記録計の開発を行う上での社内体制に関する要件の記載事項を遵守します。 
□　国土交通省又は国土交通省委託事業事務局等による本申請に係る現地調査等に誠実に対応します。

様式４
次世代運行記録計の変更に係る申請書

令和　　年　　月　　日

国土交通省　物流・自動車局　安全政策課長 殿

			次世代運行記録計の製作者（主たる申請者：　　）
　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
			氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
		　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（連絡先）    担当者　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　

実証の環境を提供する旅客自動車運送事業者（主たる申請者：　　）
　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
			氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
		　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（連絡先）    担当者　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　
※主たる申請者に「○」を記載してください。

次世代運行記録計を以下のとおり変更したいので、関係書類を添えて申請します。

記

１．変更する項目（該当するもの一つに○をつけること）
	１.
	機能の追加
	６.
	運行を行う車両の名称・型式

	２.
	機能の変更
	７.
	現行の運行記録計

	３.
	機器の追加
	８.
	実施機関

	４.
	運行を行う運送事業者の営業所・車庫の名称
	９.
	安全確保体制

	５.
	運行を行う運送事業者の所在地
	10.
	その他（　　　　　　　　　　　）





２．変更する項目と概要等
	
	変更する項目
	変更の概要

	１.
	
	

	２.
	
	

	３.
	
	

	４.
	
	

	５.
	
	




３．変更予定日　　　令和　　年　　月　　日
※変更希望日は申請日の14日以上先の日付をご記入ください。

４．宣誓事項（次の項目に該当する場合は、□にチェック（✓）を記入）
□　変更内容は、実証実験の遂行に影響を及ぼすものではないことをここに誓約し、「次世代運行記録計に係る実証事業への参加申請書（様式１）」に定める宣誓事項を踏襲して遵守します。


様式５
次世代運行記録計の要件に係る適合確認・宣誓書（変更時）

令和　　年　　月　　日

国土交通省　物流・自動車局　安全政策課長 殿

			次世代運行記録計の製作者
　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
			氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
		　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（連絡先）    担当者　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　

１．次世代運行記録計に係る実証事業における変更申請にあたり、下表のとおり、（２）次世代運行記録計の取扱要領の要件の各項目に適合することを確認しました。
	
	要件
	要件の適合チェック
□にチェック(✔)を入れてください
＊はエビデンス資料を添付

	１．
	各項目に適合することを確認した。確認結果は（様式５別添）に示す通り。
	□* 



２．宣誓事項（次の項目に該当する場合は、□にチェック（✓）を記入）
　□　実施要領（２）次世代運行記録計の取扱要領の要件を満たす記録計において実証を行います。
□　国土交通省又は国土交通省委託事業事務局等による本申請に係る現地調査等に誠実に対応します。



（様式５　別添）

変更時の（２）次世代運行記録計の取扱要領の要件確認結果

【記録計の要件確認結果概要】　　※写真、試験記録表の添付等
























様式６
次世代運行記録計の実証参加事業者における体制に関する要件に係る適合確認・宣誓書
（変更時）

令和　　年　　月　　日

国土交通省　物流・自動車局　安全政策課長 殿

			次世代運行記録計の製作者
　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
			氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
		　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（連絡先）    担当者　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　

１．次世代運行記録計に係る実証事業への参加を使用した運行の申請にあたり、下表のとおり（２）次世代運行記録計の取扱要領の実証参加事業者における体制に関する要件の各項目に適合することを確認しました。
	
	要件
	要件の適合チェック
□にチェック(✔)を入れてください
＊はエビデンス資料を添付

	１．
	当該次世代運行記録計を正しく使用するために必要な機能、使用方法、使用条件、注意事項等を明示した取扱説明書を提供し、説明すること。
	□

	２．
	運行記録計機能の不具合等に対する修理体制を整えていること。
	□

	３．
	運行記録計機能の不具合に関する情報を運送事業者から収集し、必要な改善を行う体制を整えていること。
	□

	４．
	次世代運行記録計（搭載される特定運賃収受ソフトウェアを含む）が均一性を有して製作、提供されるよう適切な品質管理が行われていること。
	□


２．宣誓事項（次の項目に該当する場合は、□にチェック（✓）を記入）
□　実施要領（２）次世代運行記録計の取扱要領の体制の要件を満たす環境において実証を行います。
□　実施要領（２）次世代運行記録計の開発を行う上での社内体制に関する要件の記載事項を遵守します。 
□　国土交通省又は国土交通省委託事業事務局等による本申請に係る現地調査等に誠実に対応します。
2

